
（スピーチコンテスト委員長がそれらを確認し、プログラムリーダーに結果を知らせる。）

及び得点集計の手順を熟知しておかねばなりません。

得点数の正確な記録は非常に重要です。投票計算係はコンテストの前にスピーチコンテストの規則

２．投票の計算・集計

全関係者に公平を期すために、投票計算係は任務遂行中のいかなる情報も漏らしてはならない。

５．その後の審査手順

・審査員3名の投票を集計し、投票数を集計用紙に記入する。

・第1位―15点　　・第2位―10点　　・第3位―7点

・制限時間の1秒不足又は1秒超過毎に1点の減点とする。

３．報告書の提出

１．投票計算係は2名で務め、そのうち1名を責任者とする。

投票計算係(テラー)へのインフォメーション

・「同点」と書かれた表示紙を持ち、スピーチコンテスト委員長に知らせる。

・責任者は審査員投票用紙、テラー集計用紙、テラー報告書、計時報告書をスピーチコンテスト　

　委員長に提出して任務を終了する。

・1位同点の場合は全順位を、2位同点の場合は2位・3位を、3位同点は3位のみ再審査される。

・審査員3名と委員長で別室にて話し合いをする。司会はスピーチコンテスト委員長が行う。

・スピーチコンテスト委員長は決定した入賞者名をプログラムリーダーに知らせる。

・集計が完了しだい報告書の記載が正しいかどうかを確認後、署名をする。

・責任者は審査員投票用紙、テラー集計用紙、テラー報告書、計時報告書をスピーチコンテスト

　委員長に提出する。

４．同点が出た場合

・同点のスピーカーの名前をテラー報告書の同じ順位の欄に併記し、署名する。

・全スピーチの終了後、プログラムリーダーの指示に従って、封筒に入った審査員の投票用紙を

  集める。その後計時報告を聞き、訂正・異議がないことを確認してから計時報告書を受け取る。


